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伸
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第
五
十
二
回
「
ぼ
く
の
テ
ー
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
④

　
前
回
は
、
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
が
、
世
界
中
に
巻
き
起
こ
し
た
マ
カ
ロ
ニ
ウ
エ
ス
タ

ン
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と
な
っ
た
「
さ
す
ら
い
の
口
笛
」（
エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ
コ
ー
ネ
の
音
楽
）
の
話

で
し
た
。
今
回
は
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
主
演
、
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
が
音
楽
を
担

当
し
た
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」
の
話
で
す
。

　
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」
だ
か
ら
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
」
は
「
食
堂
？
」
と
思
う
人
も
い
る

か
も
知
れ
な
い
の
で
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
お
話
し
て
お
き
ま
す
が
、「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
」
と
は
、

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街
に
あ
る
宝
石
店
の
名
前
な
の
で
す
（
今
年
12
年
で
創
業
175
周

年
）。

　
こ
の
映
画
が
日
本
で
公
開
さ
れ
た
の
が
61
年
11
月
で
す
か
ら
、
今
年
映
画
公
開
51
年
に
な
り
ま

す
。

　
半
世
紀
以
上
も
た
つ
の
に
、
い
ま
観
て
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
は
、
監
督
ブ
レ
ー
ク
・
エ

ド
ワ
ー
ズ
の
セ
ン
ス
、
オ
ー
ド
リ
ー
の
着
る
ジ
パ
ン
シ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
衣
裳
の
着
こ
な
し
な
ど
に
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あ
り
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
す
て
き
な
の
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
の
音
楽
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
彼
は
、
こ
の
映
画
で
ア
カ
デ
ミ
ー
音
楽
賞
と
主
題
歌
賞
（
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
）
の
二

部
門
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
主
題
歌
賞
は
、
映
画
の
な
か
で
ヘ
プ
バ
ー
ン
が
弾
き
語
り
を
し
な
が
ら
歌
う
「
ム
ー
ン
・
リ

バ
ー
」。

　
こ
の
曲
は
映
画
の
冒
頭
、
ロ
ッ
キ
ー
山
マ
ウ
ン
テ
ンに
星
を
あ
し
ら
っ
た
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
の
マ
ー
ク
か

ら
「
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
」
の
音
楽
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
タ
ク
シ
ー
で
や
っ
て
来
た
ヘ
プ
バ
ー
ン
が
、

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
宝
石
店
前
で
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
宝
石
を
見
な
が
ら
デ
ニ
ッ
シ
ュ
（
棒
の
形
を

し
た
パ
ン
）
を
食
べ
、
紙
コ
ッ
プ
か
ら
湯
気
の
立
つ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
終
わ
り
、
ゴ
ミ
を
道
路
に

あ
る
大
き
な
く
ず
か
ご
に
捨
て
、
自
分
の
ア
パ
ー
ト
に
着
く
ま
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
れ
ま
す
。
こ

の
シ
ー
ン
で
歌
の
ハ
ミ
ン
グ
は
男
性
と
女
性
の
コ
ー
ラ
ス
で
す
。
作
詞
は
ジ
ョ
ニ
ー
・
マ
ー
サ
ー
。

　
「
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
」
と
は
何
か
？
「
月
の
川
」「
月
影
の
川
」「
ブ
ル
ー
・
リ
バ
ー
」「
バ
ッ
ク
・

リ
バ
ー
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、「
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
」
は
歌

う
の
で
は
な
く
、
じ
っ
く
り
聴
い
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

－ 206 －



　
音
楽
賞
の
主
題
曲
（
ぼ
く
の
Ｄ
Ｊ
テ
ー
マ
曲
で
一
番
使
用
回
数
の
多
い
曲
）
の
タ
イ
ト
ル
は
、

映
画
の
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」。
主
題
歌
の
「
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
」
と
は

違
い
ま
す
。
映
画
の
な
か
で
は
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
宝
石
店
で
ヘ
プ
バ
ー
ン
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ペ
パ
ー

ド
が
買
物
を
す
る
シ
ー
ン
に
流
れ
ま
す
。

　
マ
ン
シ
ー
ニ
が
映
画
音
楽
を
担
当
し
た
頃
は
、
映
画
音
楽
家
の
世
代
交
代
時
期
で
、
映
画
製
作

の
な
か
で
音
楽
の
予
算
も
厳
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
が
考
え
た
の
は
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
数カ
ズ

を
減
ら
し
、
小
編
成
に
し
て
、
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
楽
器
を
使
用
し
て
作
曲
し
た
り
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
と
の
融
合
を
し
、
独
立
し
た
楽
曲
と
し
て
成
立
さ
せ
よ
う

と
考
え
た
結
果
、
マ
ン
シ
ー
ニ
は
、
映
画
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
を
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
初
の
映
画

音
楽
家
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
前
回
は
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
「
荒
野
の
用
心
棒
」
か
ら
エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ
コ
ー
ネ
の
「
さ
す

ら
い
の
口
笛
」。
今
回
は
、
ヘ
プ
バ
ー
ン
の
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」
か
ら
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン

シ
ー
ニ
の
主
題
曲
と
ジ
ョ
ニ
ー
・
マ
ー
サ
ー
の
作
詞
、
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
作
曲
の
「
ム
ー

ン
・
リ
バ
ー
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
（「
荒
野
の
用
心
棒
」）
と
ヘ
プ
バ
ー
ン
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（「
ロ
ー
マ
の
休
日
」）
に
共
通
す
る
の
は
、
初
主
演
の
映
画
で
大
ス
タ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

　
ア
ル
バ
イ
ト
Ｄ
Ｊ
か
ら
始
ま
っ
た
ぼ
く
の
Ｄ
Ｊ
テ
ー
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
、
一
番
多
く
使
っ
た

曲
は
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」
の
主
題
曲
で
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
曲
は
、
い
つ
聴
い
て
も
さ
わ
や
か
で
す
。

　
「
読
者
の
皆
さ
ん
、機
会
が
あ
れ
ば
、ヘ
ン

リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
の
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
、

と
み
つ
る
食
堂
で
昼
食
で
も
い
か
が
？
」（

了
）

（
文
中
敬
称
略
）

伸
　

平
成
24
年
10
月
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ぼくのＤＪテーマミュージックで一番多く使った曲
「ティファニーで朝食を」
ヘンリー・マンシーニ楽団とコーラス
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